
薬物乱用は「ダメ。ゼッタイ。」

今年も東郷西小学校で自転車教室を行いました。

交通事故を防ぐ心構え

運転手側  自転車は、一時停止せずに飛び出してくるかもしれ

ない。「かもしれない」運転を心がける。

自転車側  軽車両であることを理解し、しっかり標識にした

がって一時停止し、左右の安全確認を行ってから進

んでください。

小学生のみんなは交通ルールを学びましたので、大人は子供

の模範となろう。

薬物乱用は「ダメ。ゼッタイ。」～覚醒剤、大麻等の乱用をなくそう～
◎ 薬物乱用の実態  日本は、覚醒剤大麻等の大きな消費国となっています。

  愛知県内で覚醒剤等の薬物事犯で検挙された人は、平成８年以降、ずっと   
1,000 人を超える高水準が続いています。 
  薬物乱用の恐ろしさは、何度でも繰り返し使用したくなる性質、つまり、“依存性”を持   
っているということです。 
  繰り返し使用するうちに、薬物の中毒症状として、「殺される」、「つけられている」、「見   
張られている」などといった妄想や幻覚が現れます。 

薬物の乱用は、無関係の人々を巻き込む殺人や放火などの二次犯罪を引き起こし、社会に悪影響を及ぼ
したり、家庭の崩壊を招いたり、その悲劇は本人のみにはとどまりません。 
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梅雨時期の自転車の交通事故に注意！

危ない！ 

平井駐在所 TEL 22-0110(内線 506)

傘差し運転は、ハンドルを片手で操作する
ことになり、ブレーキも効果が効きにくく
なってしまいます。 
交通事故の危険性が高まってしまうので、
やめましょう。 


